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各国軍の動向(CTOに協力する民兵組織を含む） 関係国の動向

2000年代 2007年　GSPC→AQIMに。外国人誘拐多発

サヘル・サハラ地域にまたがるテロの弧（arc）の形成を懸念（米、仏）。

米：911後の2002年、Pan-Sahel Initiativeを開始、2005年にTrans-Saharan Counterterrorism

Partnership (TSCTP) に改編。2007年にAFRICOM設置

仏：2009年、ワガにSabre（特殊部隊）配置、2009年にPlan Sahel公表（TSCTPのC/Pに相当）

EU：2008年、議長国仏の働きかけを受けアジェンダ入り、2012年にEUサヘル戦略公表（2011

年リビア危機対応のため延期）

2011年
マリ北部キダル　Ansar Dine (Iyad ag Ghali）結成

マリ北部ガオ　 　MUJAO結成
「アラブの春」、リビア・カダフィ大佐失墜。トゥアレグ傭兵部隊が武器とともにマリ北部に帰還

マリ中部：FLM（マシナ解放戦線）前身の形成

2012年 6月　AQIM, Ansar Dine, MUJAOがMNLAを駆逐し、マリ北部を占拠

1月　マリ北部：MNLA結成

3月　マリ：サノゴ大尉によるクーデター

4月　マリ北部：MNLAが北部三都市を占拠、「アザワド国」樹立宣言

12月　MBM、AQIM離脱し血判部隊を結成

2013年

1月9日　マリ：AQIM+AD+MUJAO（+FLM）、北部から中部コンナまで南下

1月16日　アルジェリア南部：イナメナス　ガスプラント襲撃（血判部隊、MUJAO）

5月　ニジェール北部：Arlit + Agadez テロ（MUJAO+血判部隊）

8月　血判部隊+MUJAOでアル＝ムラビトゥーン結成

1月11日　仏軍介入（マリ北部、サーバル作戦）、中旬　AFISMA（ECOWAS)展開開始

4月　国連PKO(MINUSMA）設立（7月にAFISMAから権限移譲）
6月　ワガドゥグ合意

7月　マリ：大統領選挙、IBK選出

2014年 2月　サヘルG5の設立を提案（モーリタニア、マリ、ニジェール、ブルキナファソ、チャド） 6月　ISIL「カリフ制」樹立宣言

8月　仏軍　サヘル5か国を対象としたバルカンヌ作戦に転換

12月　サヘルG5署名
10月　ブルキナ：コンパオレ大統領失脚、象牙に亡命

2015年
1月　マリ：中部でFLM再活性化

3月　マリ：バマコのレストラン襲撃（ムラビトゥーン）
6月　マリ：アルジェ合意（南北和平合意）

夏　AQIM+ムラビトゥーン合併の発表

夏　ISGS結成、ISに忠誠（Abou Walid al-Saharawi）

11月　マリ：バマコのホテル襲撃（AQIM+ムラビトゥーン）

マリ中部：Seeno作戦（2015～16年）
9月　ブルキナ：ディエンデレ元将軍等によるクーデター未遂、大統領警護隊解体　治安悪化に

伴い、自警団Koglweogoが各地で再活性化

2016年
1月　ブルキナ：首都でホテル＆レストラン襲撃（ムラビトゥーン）

3月　象牙：南部グラン・バッサムのホテル襲撃（ムラビトゥーン）
春　リビア：ISシルテの敗走
春　地中海難民問題の深刻化（サヘル発難民の規制開始＠ニジェール）

10月　IS-CがISGSを承認

12月　ブルキナ：北部でAnsaroul Islam活性化

2017年 3月　JNIM結成（AQIMサハラ支部+AD+ムラビトゥーン+FLM）
2月　サヘルG5軍の運用開始

春頃　ブルキナ：Ansaroul Islam首領重傷/死亡？

8月　ブルキナ：首都レストラン襲撃（声明なし、JNIM）

10月　ニジェール：北西部Tongo Tongoで米特殊部隊等殺害(ISGS)

5月～　マリ/ニジェール国境地帯：トゥアレグ民兵（MSA, GATIA）＋ニジェール軍によるCTO（～

2018年末まで）

2018年

3月　ブルキナ：首都　軍参謀本部＋仏大襲撃（JNIM）

5月～　ブルキナ：東部の悪化　（ ISGS + AI + JNIM?)

6月　マリ：中部セヴァレのサヘルG5司令部襲撃（JNIM）

1月～4月 マリ中部：Dambe作戦

2月　マリ北部：JNIM、AD幹部を殺害

3月　ブルキナ北部:仏軍によるAnsaroul Islam CTO

3月　リビア南部：AQIM幹部を殺害

ブルキナ：自警団KoglweogoがCTOに投入されるようになる

ブルキナ　東部→南東部(ISGS +AI)、南西部(JNIM)の悪化

12月　ブルキナ東部：伊・加2名の誘拐
マリ中部：ドゴン民兵（Dan Ba Anbassagou部隊）＋マリ軍によるCTO 8月　マリ：IBK大統領再選

2019年

2月～　ブルキナ北部：武装集団の南下（サヘル州→中央北州）

5月上旬　ベナン北部で仏人誘拐

4月　ISGS襲撃がISWAPの声明としてカウントされ始める

5月～　マリ北部： ISGS vs JNIMの兆候（FLMフラニ戦闘員のISGSへの流出増加）

1月　ブルキナ中央北部Yirgou：民兵Koglweogoによるプル族虐殺

2月　マリ北部：JNIM幹部殺害

3月　マリ中部：Dan Ba Anbassagouによるプル族虐殺

5月下旬　ブルキナ北部で仏人人質救出作戦、仏2＋米1＋韓1解放

1月　ブルキナ北部・東部・西部14州で非常事態宣言

4月　マリ：首相辞任
＜ナイジェリア北西部（～ニジェール国境地帯）の不安定化＞

＜5月末　ICGがジハーディストとの対話レポート公表、これが潮目となる＞
＜ISGS、BF東部の小規模金鉱占拠～ギニア湾沿岸国とのルート開拓＞
9月　グルマでの対立緩和のためJNIM-ISGS協議
＜象牙/BF国境地帯（森林エリア）での活動活発化＞

＜マリ、BF治安当局及び民兵によるフラニ族私刑に対する警鐘の増加＞

10月　JNIM幹部殺害

11月　ニジェール北部：米ドローン基地運用開始

2020年
1月　グルマ（マリ北部～BF北部）：JNIM - ISGS対立の激化・顕在化

2月　マリ：IBK、テロ組織と交渉中であることを認める

3月　マリ北部（キダル）：BFで誘拐された伊・加人質2名の解放

1月　サヘルG5ポー・サミット

1月　ブルキナ：民兵（VDP：有志の住民）展開法案可決、展開

3月　タクバTF公式発表

6月　マリ北部：AQIM首領Droukdal殺害

＜コロナによる国境閉鎖開始＞
3月　マリ：野党党首シセ誘拐（26日）、議会総選挙（29日～）

6月～　マリ：IBK退陣要求デモ

7月　象牙：クリバリ首相（ワタラ後継者）病死

8月　ニジェール南西部：仏人等8名が殺害

●月　マリ北部で野党党首シセ＆仏人質解放、JNIM囚人約200名と交換＜身代金発生＞

11月～　BF北部ジボでJNIM一時停戦合意

＜2020年9月時点での今後の懸案事項：①東部への拡大（サヘル～ナイジェリア北西

部、　②西部への拡大（マリ西部Kayes/モーリタニア～セネガル東部国境地帯）＞

7月　サヘルG5ヌアク・サミット（仏大統領がCTOの一環としてのフラニ族私刑に対し警告）

8月　マリ中部　ISGS No.2殺害（？諸説あり）

8月　マリ：(coupを受け）米：軍事協力停止、EU：EUTM+EUCAP中断
9月　タクバTF稼働開始
11月　米AFRICOMの縮小決定（→バイデン政権下にて見直しか）

8月　マリ：クーデター、暫定軍事政権CNSP発足、ECOWAS調停など（移行期間18か月）

10月　象牙：大統領選挙（ワタラ再選）

10月　リビア：停戦合意

11月　BF：大統領選挙（カボレ再選）

12月　ニジェール、ガーナ：大統領選挙

2月　リビア：ドベイバ暫定首相選出（→12月　国政選挙予定）
3月　ニジェール：バズーム大統領選出（31日　クーデター未遂（大統領就任式前日）
4月11日　チャド反体制派FACTがチャド内に侵入、南下
4月20日　チャド・デビ大統領戦死、チャド政変

テロ組織の動向（襲撃は首都等大規模な事案のみ）

軍事作戦の影響で戦闘員はマリ北部から各地に拡散＜これが後に近隣国への拡大のベースを作る＞

1月～　マリ中部（一部）でFLMとドゴン民兵との停戦合意
4月上旬　マリ北部（ガオ）で仏ジャーナリスト誘拐（JNIM）
4月下旬　BF東南部（ベナン寄り）で西ジャーナリスト2名等が殺害される（JNIM?不明)

2021年
1月　仏軍マリ中部で誤爆（→4月UN検証レポート公表）
2月　サヘルG5　ンジャメナ・サミット
4月　EUサヘル統合戦略採択
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